
道路除雪費などの変遷 

歴史にみる雪対策
 市民による雪踏みや馬そりを利用した除排雪から始まった札幌の雪対策。快適な暮らしへ
の要望から、除排雪体制は年々進歩してきま
したが、同時に掛かる費用も増加してきました。 歴史にみる雪対策
 

■道路除雪費（当初予算）と市の一般会計予算の推移 
（単位：億円） 

（年度） 
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現状の雪対策の 
維持は難しい状況に 
　長引く景気低迷のため、市の財政は非
常に厳しい状態が続いています。予算総
額が減少を続けている中、道路除雪費は
前年と同額程度を確保していますが、今
後は生活道路の排雪など身近な雪対策
事業の維持さえ難しい状況になっています。 

このほかにも、凍結路面対策や雪たい積場の増設など、 
さまざまな取り組みを行ってきましたが… 

道路除雪費のほか、融雪槽やロー
ドヒーティングの管理費などに約30
億円が掛かっています。 

年度 

明治36（1903） 
市で初めて除雪費150 
円を予算に計上　　 

150円 

昭和47（1972） 
札幌オリンピック開催 7.2（約660円） 

昭和53（1978） 
家の前など、生活道路 
の除雪を開始　　　 

22（約1,630円） 

平成4（1992） 
除雪パートナーシップ 
制度を開始　　　　 

77（約4,470円） 

平成7（1995） 
道路排雪率が7割を 
超える　　　　　　 

93（約5,300円） 

平成14（2002） 
歩道用の凍結防止剤 
散布車を導入　　　 

114（約6,150円） 

平成元（1989） 
市内最初の流雪溝が 
藻岩下に完成　　　 

68（約4,110円） 

昭和58（1983） 
スパイクタイヤの粉じん 
対策強化　　　　　 

40（約2,650円） 

予算金額：億円 
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※（　）内は市民1人当たりの道路除雪費。各年度10月1日の人口で計算 
※道路除雪費とは、車道・歩道の除雪費に排雪費や雪たい積場の管理費を足したもの 

明治19（1886）年にロシ
アから馬そりが輸入され除
雪に使用された。その後、
雪の運搬にも使われるよう
になった。 

除排雪に馬そりを使用 

昭和42（1967）年からは

札幌オリンピックに向け、

除排雪体制の強化を図り
、

除雪機械を大幅に増やした
。 

近代除雪の始まり 

平成14年には、市が管理するロードヒーティングの設置個所が過去最高の504カ所に。幹線道路の坂道を中心に配置された。 

ロードヒーティングが活躍 

ごみ焼却場などの熱を利
用し、雪を溶かす融雪槽。
平成17年に11カ所目が設
置された。融雪槽では設置
場所周辺の雪が処理され
ている。 

融雪槽による雪の処理 
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